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活断層の地域評価における区域分け
活断層の地域評価では、活断層の分布、断層の型及び活動性、地質構造、地震活動に基づいて区域分けが行われ

ている

四国地域の活断層の地域評価

中国地域の活断層の地域評価

関東地域の活断層の地域評価

九州地域の活断層の地域評価

活断層の分布や地質構造、地震活動等の特
徴を基に、中国地域を北部、東部、西部の３つ
の区域に分割

地質構造や地震活動等の特徴を基
に、関東地域を東北日本弧南方延長、
信越褶曲帯、関東山地－関東平野、
伊豆－小笠原弧の衝突・プレート沈
み込み帯、伊豆－小笠原弧、及び、
糸魚川－静岡構造線周辺の６つの区
域に分割

区域分けなし

九州地域の活断層の分布、断層の型（正断
層・逆断層・右横ずれ断層といったずれのタ
イプ）及び活動性には地域性があり、九州
地域を九州北部、中部、南部の３つの区域
に分割
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中国地域の活断層の地域評価
活断層の分布や地質構造、地震活動等の特徴を基に、中国地域を北部、東部、西部の３つの区域に分割

中国地域の活断層の長期評価（第一版）の概要
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中国地域の活断層の地域評価
活断層の分布や地質構造、地震活動等の特徴を基に、中国地域を北部、東部、西部の３つの区域に分割

中国地域の活断層の長期評価（第一版）の概要



5

中国地域の活断層の地域評価
活断層の分布や地質構造、地震活動等の特徴を基に、中国地域を北部、東部、西部の３つの区域に分割

中国地域の活断層の長期評価（第一版）の概要



日本海南西部の海域活断層の長期評価（第一版）
西部、中部、東部に区域分けを行い、それぞれの区域毎に震源を特定した/しない地震の発生確率を算出

日本海南西部の海域活断層の長期評価（第一版）のポイント

案A. Okamura (2016) Island arcに準じたグルーピング

（東西走向と南北走向で分ける）

案B. 中国地域の活断層の地域評価の区域分けをそ

のまま海域部にまで延長
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区域分けをする場合、それぞれの項

目で、区域毎に分けて記述される

日本海南部の海域活断層の

長期評価において、区域分

けを行うか、あるいは一括で

評価を行うか?

日本海南西部の海域活断層の長期評価（第一版）に

おける評価対象海域との関係
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日本海南部の評価対象海域と区域分け（案1）

区域分けはせずに、全体として評価する

上越沖断層帯（親不知沖

区間）を横切らずに、富山

県・新潟県境付近の海域延

長に東側境界を設定

断層トレースの審議結果に

より、変更の可能性あり
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審議中の情報を含むため非公開



日本海南部の評価対象海域と区域分け（案1）

区域分けはせずに、全体として評価する
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審議中の情報を含むため非公開



三次元広域応力場（深さ10 km）

日本海側の海域活断層の長期評価

―兵庫県北方沖～新潟県上越地方沖―（令和６年８月版）

 日本海南部は西半部では横

ずれ型が、東半部では逆断層

型がそれぞれ卓越し、その遷

移領域にあたる。

横ずれ断層型が卓越

逆断層型が卓越

広域応力場は Terakawa and Matsu‘ura （2010）による
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日本海南部の評価対象海域と区域分け（案2）

西部区域と東部区域とに分けて評価する

西部

東部

広域応力場は Terakawa and Matsu‘ura （2010）による
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12：内灘沖断層

審議中の情報を
含むため非公開

9：加佐ノ岬沖断層

審議中の情報を含むため非公開



日本海南部の評価対象海域と区域分け（案3）

西部区域と東部区域とに分けて評価する

西部

東部

広域応力場は Terakawa and Matsu‘ura （2010）による
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審議中の情報を
含むため非公開

12：内灘沖断層

Ｌ：前ノ瀬南方断層

11: 羽咋沖西断層

審議中の情報を含むため非公開



日本海南部における地震活動と区域分け（案）

震央分布図
（1997年10月1日～2024年8月31日 深さ0～30km、M≧3.0）

案2

案3
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日本海南部の区域分けについて

議論のポイント

※ 現在審議されている中日本

地域の活断層の長期評価（第

一版）の境界をそのまま海域に

延長する区域分けは容易では

ない。

※ 日本海南部の西半部では

横ずれ型が卓越し、東半部では

逆断層型が卓越し、その遷移領

域にあたる。

 日本海南部の東側境界部について（事務局案で妥当かどうか）

 日本海南部を区域分けするかどうか。区域分けをする場合、どのように分けるべきか。
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審議中の情報を含むため非公開



発震機構解の分布（F-net：全域）
1997年1月～2024年7月まで、深さ30 km以浅、メカニズム解の型はFrohlich (2001)に基づく

参考
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発震機構解の分布（F-net：西半部）

1997年1月～2024年7月まで、深さ30 km以浅、

メカニズム解の型はFrohlich (2001)に基づく

参考
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発震機構解の分布（F-net：東半部）

1997年1月～2024年7月まで、深さ30 km以浅、

メカニズム解の型はFrohlich (2001)に基づく

参考
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発震機構解の分布（気象庁初動解）参考

日本海側の海域活断層の長期評価

―兵庫県北方沖～新潟県上越地方沖―（令和６年８月版）
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